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て
き
ま
し
た
。
審
査
項
目
は
飛
行
性
、
構
造
、

電
気
、
動
力
、
機
械
、
製
造
、
と
大
き
く
六
つ

の
分
野
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
審
査
担
当
者
が
審
査
し
て
い
ま
す
。

未
知
の
経
験
、見
極
め
の
難
し
さ

M
R
J
の
型
式
証
明
は
、
開
発
側
だ
け

で
な
く
審
査
側
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ
と

が
多
く
、
求
め
ら
れ
る
基
準
適
合
性
を
証
明

す
る
た
め
に
、
検
査
や
試
験
の
方
法
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
構
造
分
野
の
試
験
の
一
つ
に
、
飛
行
中
に

想
定
さ
れ
る
力
を
機
体
に
加
え
強
度
不
足
の

箇
所
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
試
験
が
あ
る

の
で
す
が
、
地
上
で
同
じ
状
況
を
完
全
に
再

現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
飛
行
中

に
掛
か
る
力
よ
り
も
厳
し
い
条
件
に
設
定
す

る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
上
で
、
そ
の
方
法
が

妥
当
で
あ
る
理
由
を
対
外
的
に
示
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

あ
っ
て
も
、そ
れ
か
ら
外
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

ど
の
よ
う
に
安
全
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
経
験
が
少
な
い
審
査
担
当
者
に

と
っ
て
も
困
難
な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、エ
ン
ジ
ン
で
は
、エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー

と
そ
の
エ
ン
ジ
ン
を
装
備
し
た
航
空
機
メ
ー

カ
ー
の
ど
ち
ら
が
ど
こ
ま
で
を
証
明
す
る
の

か
な
ど
、
そ
の
線
引
き
の
難
し
さ
も
あ
り
ま

し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
欧
米
の
開
発
経
験
が

豊
か
な
国
で
整
理
さ
れ
て
き
た
た
め
、
書
か

れ
て
い
な
い
暗
黙
の
了
解
で
解
決
さ
れ
る
部

分
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
米
欧
の
航
空
当
局
と

も
緊
密
に
連
携
し
、
経
験
不
足
を
補
う
た
め

の
努
力
は
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
数
百
万
点
と
言
わ
れ
る
部
品
か

ら
構
成
さ
れ
る
航
空
機
が
、
設
計
デ
ー
タ
ど

お
り
に
製
造
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
部
品
は
材
料
レ
ベ
ル
か
ら

確
認
し
、
最
終
的
に
航
空
機
レ
ベ
ル
ま
で
設

計
デ
ー
タ
ど
お
り
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
千
回
以
上
の
検
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
確
認
の
た
め
に
訪
れ
た

会
社
は
、
国
内
で
約
50
社
、
海
外
で
30
社
以

上
に
も
及
び
ま
す
。

型
式
証
明
と
そ
の
後
の
業
務

型
式
証
明
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

は
、
各
国
の
航
空
当
局
と
の
会
議
や
研
修
の

他
、
整
備
士
や
航
空
機
製
造
に
携
わ
っ
て
き

た
審
査
担
当
者
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し

て
ク
リ
ア
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
M
R
J
の
初
飛
行

に
結
び
付
き
ま
す
。
一
方
、
型
式
証
明
に
向

け
た
活
動
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、

航
空
機
の
性
能
や
機
能
を
確
認
す
る
た
め
の

飛
行
試
験
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

い
ま
だ
道
半
ば
の
審
査
業
務
で
す
が
、

審
査
セ
ン
タ
ー
の
職
員
た
ち
は
こ
の
歴
史
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
れ
る
こ
と
へ
の
喜

び
と
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
航
空
機
の
製

造
会
社
に
い
た
頃
に
比
べ
て
、
今
の
方
が
審

査
業
務
の
重
要
性
を
実
感
で
き
る
と
語
る
職

員
も
い
ま
す
。
役
目
を
終
え
る
ま
で
何
十
年

も
の
間
、
多
く
の
人
々
を
乗
せ
て
空
を
飛
ぶ

航
空
機
の
安
全
性
を
証
明
す
る
こ
の
仕
事
は
、

大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。
そ
の
自
覚
を
一

人
一
人
が
持
っ
て
審
査
を
行
い
、
国
産
航
空

機
の
安
全
性
を
確
保
す
る
。
そ
し
て
、
型
式

証
明
の
後
も
、
ト
ラ
ブ
ル
対
策
や
利
便
性
向

上
の
た
め
の
設
計
変
更
に
対
応
し
、
安
全
性

を
継
続
し
て
確
保
す
る
た
め
、審
査
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
半
永
久
的
に
続
い
て
い
き
ま
す
。

MRJの型式証明に携わっている審査センターの職員たち。
左から武田斎係長（構造）、西村圭介設計審査官（電気）、
釣慎一朗専門官（動力）、藤巻吉博主幹設計審査官（企画
調整兼機械）、小池輝主幹設計審査官（飛行性兼フライト
テストパイロット）、阿部浩之設計審査官（機械）、上地広行
係長（製造）。

設計図や書類の審査はもちろんだが、製造作業が実際に設計
どおりに進められているのか、現場に出て取り付け方法や位
置の正確さ、さらには技術者の技量なども入念に確認する。
写真提供／三菱航空機

型式証明書を交付するまで

型式証明の申請書を提出。
機体メーカー

基準への適合性を証明するための証明計画を作成。
機体メーカー

試験や解析など、どのような方法
で証明を行うかを協議し、証明計
画について合意する。

審査センターの審査担当者（左
側）と三菱航空機の技術者（右
側）。英語のガイダンスを読み
解きながら、証明の計画から具
体的な手順まで、さまざまな事
項を互いの立場から議論する。

両者

試験方法について協議し、合意す
る。また、審査センター職員は試
験に立ち会い、試験が適切に行
われていることを確認する。

両者

全ての試験報告書、解析書など
の確認をもって、型式証明書を交
付する。

審査センター

申請日に有効な最新の基準を、当該航空機の審査基準として設定
する。航空機の特徴によっては、特別要件を設定する場合もある。

審査センター
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航
空
機
の
量
産
に
欠
か
せ
な
い

「
型
式
証
明
」と
は
？

日
本
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
、
Y
S
–11

に
続
く
国
産
旅
客
機
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
M
R
J
に
十

分
な
安
全
性
が
あ
る
こ
と
を
各
国
の
航
空
当

局
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
航

空
機
技
術
審
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
73
名

体
制
で
、
M
R
J
の
「
型
式
証
明
」
に
向

け
た
審
査
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
型
式
証
明
と
は
、航
空
機
の
種
類（
型

式
）
ご
と
に
、
設
計
お
よ
び
製
造
過
程
が
安

全
性
お
よ
び
環
境
適
合
性
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
と
証
明
す
る
も
の
で
す
。
型
式
証
明

を
受
け
た
種
類
の
航
空
機
は
、
出
荷
時
に
1

機
ご
と
に
行
う
「
耐
空
証
明
」
の
検
査
に
つ

い
て
、
検
査
項
目
の
大
半
を
占
め
る
設
計
と

製
造
過
程
が
あ
ら
か
じ
め
確
認
・
保
証
さ
れ

る
こ
と
で
、
大
部
分
を
省
略
で
き
る
と
い
う

制
度
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

国
際
的
な
責
任
の
伴
う
仕
事

各
国
の
航
空
当
局
は
、
設
計
・
製
造
国
の

型
式
証
明
を
基
に
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
検

査
を
行
い
、
そ
の
航
空
機
の
運
航
を
許
可
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
我
が
国
が
責
任
を

持
っ
て
型
式
証
明
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
型
式
証
明
書
を
交
付
す
る
ま
で
に
は
、

設
計
図
面
・
解
析
書
の
審
査
、
部
品
・
シ
ス

テ
ム
・
機
体
の
性
能
・
機
能
確
認
、
試
作
航

空
機
で
の
地
上
試
験
・
飛
行
試
験
と
い
っ
た
、

無
数
の
検
査
や
試
験
が
必
要
で
す
。

新
型
の
旅
客
機
の
場
合
、
型
式
証
明
に
必

要
な
文
書
は
2
千
か
ら
3
千
点
に
も
上
り
、

一
つ
の
文
書
で
数
ペ
ー
ジ
の
も
の
も
あ
れ

ば
、
数
千
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
の
関
連
す
る
文
書
な
ど
も
合
わ

せ
る
と
、
機
体
と
同
等
の
重
さ
に
な
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
申
請
者
で
あ
る
三
菱

航
空
機
が
行
っ
た
試
験
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
に

1
0
0
回
を
超
え
る
立
ち
会
い
検
査
を
行
っ

組み立ての現場で検査を行う審査担当者（写真中央）。組み立て
中の試験機に対して、操縦系統の部品が設計データのとおりに機
体に取り付けられているかなどを確認している。
写真提供／三菱航空機

M
R
J
が
世
界
の
空
を
飛
ぶ
た
め
に
は
、設
計
・
製
造
国
で
あ
る
日
本
が
世
界
に
対
し
て

そ
の
安
全
性
を
き
ち
ん
と
証
明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
審
査
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
航
空
局
航
空
機
技
術
審
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、

三
菱
航
空
機
と
二
人
三
脚
の
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
産
旅
客
機
の
安
全
性
を

世
界
に
証
明
す
る
た
め
に
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て
き
ま
し
た
。
審
査
項
目
は
飛
行
性
、
構
造
、

電
気
、
動
力
、
機
械
、
製
造
、
と
大
き
く
六
つ

の
分
野
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
審
査
担
当
者
が
審
査
し
て
い
ま
す
。

未
知
の
経
験
、見
極
め
の
難
し
さ

M
R
J
の
型
式
証
明
は
、
開
発
側
だ
け

で
な
く
審
査
側
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ
と

が
多
く
、
求
め
ら
れ
る
基
準
適
合
性
を
証
明

す
る
た
め
に
、
検
査
や
試
験
の
方
法
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
構
造
分
野
の
試
験
の
一
つ
に
、
飛
行
中
に

想
定
さ
れ
る
力
を
機
体
に
加
え
強
度
不
足
の

箇
所
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
試
験
が
あ
る

の
で
す
が
、
地
上
で
同
じ
状
況
を
完
全
に
再

現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
飛
行
中

に
掛
か
る
力
よ
り
も
厳
し
い
条
件
に
設
定
す

る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
上
で
、
そ
の
方
法
が

妥
当
で
あ
る
理
由
を
対
外
的
に
示
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

あ
っ
て
も
、そ
れ
か
ら
外
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

ど
の
よ
う
に
安
全
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
経
験
が
少
な
い
審
査
担
当
者
に

と
っ
て
も
困
難
な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、エ
ン
ジ
ン
で
は
、エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー

と
そ
の
エ
ン
ジ
ン
を
装
備
し
た
航
空
機
メ
ー

カ
ー
の
ど
ち
ら
が
ど
こ
ま
で
を
証
明
す
る
の

か
な
ど
、
そ
の
線
引
き
の
難
し
さ
も
あ
り
ま

し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
欧
米
の
開
発
経
験
が

豊
か
な
国
で
整
理
さ
れ
て
き
た
た
め
、
書
か

れ
て
い
な
い
暗
黙
の
了
解
で
解
決
さ
れ
る
部

分
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
米
欧
の
航
空
当
局
と

も
緊
密
に
連
携
し
、
経
験
不
足
を
補
う
た
め

の
努
力
は
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
数
百
万
点
と
言
わ
れ
る
部
品
か

ら
構
成
さ
れ
る
航
空
機
が
、
設
計
デ
ー
タ
ど

お
り
に
製
造
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
部
品
は
材
料
レ
ベ
ル
か
ら

確
認
し
、
最
終
的
に
航
空
機
レ
ベ
ル
ま
で
設

計
デ
ー
タ
ど
お
り
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
千
回
以
上
の
検
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が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
確
認
の
た
め
に
訪
れ
た

会
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は
、
国
内
で
約
50
社
、
海
外
で
30
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以

上
に
も
及
び
ま
す
。

型
式
証
明
と
そ
の
後
の
業
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を
め
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る
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ま
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ま
な
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題

は
、
各
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空
当
局
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の
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や
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の
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整
備
士
や
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携
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き
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審
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た
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の
キ
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ク
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し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、

昨
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11
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に
行
わ
れ
た
M
R
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の
初
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行
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結
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付
き
ま
す
。
一
方
、
型
式
証
明
に
向
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た
活
動
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こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、

航
空
機
の
性
能
や
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能
を
確
認
す
る
た
め
の

飛
行
試
験
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
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ま
だ
道
半
ば
の
審
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業
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セ
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た
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こ
の
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史
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な
プ
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ト
に
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こ
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喜
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と
誇
り
を
感
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て
い
ま
す
。
航
空
機
の
製

造
会
社
に
い
た
頃
に
比
べ
て
、
今
の
方
が
審
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業
務
の
重
要
性
を
実
感
で
き
る
と
語
る
職

員
も
い
ま
す
。
役
目
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え
る
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で
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の
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多
く
の
人
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を
乗
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空
を
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の
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性
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る
こ
の
仕
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大
き
な
責
任
が
伴
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ま
す
。
そ
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一
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持
っ
て
審
査
を
行
い
、
国
産
航
空

機
の
安
全
性
を
確
保
す
る
。
そ
し
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型
式
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明
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後
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、
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ル
対
策
や
利
便
性
向

上
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た
め
の
設
計
変
更
に
対
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全
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継
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セ
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タ
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の
業
務
は
半
永
久
的
に
続
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。
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調整兼機械）、小池輝主幹設計審査官（飛行性兼フライト
テストパイロット）、阿部浩之設計審査官（機械）、上地広行
係長（製造）。

設計図や書類の審査はもちろんだが、製造作業が実際に設計
どおりに進められているのか、現場に出て取り付け方法や位
置の正確さ、さらには技術者の技量なども入念に確認する。
写真提供／三菱航空機

型式証明書を交付するまで

型式証明の申請書を提出。
機体メーカー

基準への適合性を証明するための証明計画を作成。
機体メーカー

試験や解析など、どのような方法
で証明を行うかを協議し、証明計
画について合意する。

審査センターの審査担当者（左
側）と三菱航空機の技術者（右
側）。英語のガイダンスを読み
解きながら、証明の計画から具
体的な手順まで、さまざまな事
項を互いの立場から議論する。

両者

試験方法について協議し、合意す
る。また、審査センター職員は試
験に立ち会い、試験が適切に行
われていることを確認する。

両者

全ての試験報告書、解析書など
の確認をもって、型式証明書を交
付する。

審査センター

申請日に有効な最新の基準を、当該航空機の審査基準として設定
する。航空機の特徴によっては、特別要件を設定する場合もある。

審査センター




